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Abstract 

新たに開始されたリスクアセスメント対象物健康診断において， 受診者にはインターネットを使ったオンライン問

診票での自覚症状申告に試行した．一方，診察する医師の他覚所見記録もインターネットを使ったオンライン化を

Microsoft Forms で試みた．その結果，システム部門からは診察時にその場で Forms への直接入力が事後の

手間を増やさずに好適と提案したが受診日に集中して多くの受診者数を診る医師ならびに看護職から診察時の

余裕時間のなさで所見リストを紙に印刷した他覚所見記録リスト兼チェックシートに備忘録的に手書きで一旦記

録し，診察終了後にまとめて Formsに入力となった． 
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1. 緒言 

労働安全衛生法第66条は事業者の責務とし

て，事業者は一定の有害な業務に従事する労働

者に対し，医師による特別の項目について健康

診断を行わなければならないとしている．また労

働安全衛生規則の改正により 2024 年 4 月 1

日からリスクアセスメント対象物健康診断が始ま

った．ここで当社ではリスクアセスメント対象物健

康診断の実施にあたり，受診対象者に提出させ

る問診票は今回インターネットを利用したオンラ

イン申告化を試みている [1]． 

一方，リスクアセスメント対象物健康診断で診

察する産業医の他覚所見記録も今回インターネ

ットを利用したオンライン記録化を試みた． 

1. 従来の診察医師の他覚所見記録方法 

通常，健康診断では対象者に受診案内を行い，

受診前に体調等に関する自覚症状を問診票に

記載させる．受診者はこの問診票を診察時に持

参し，医師はその場で提出された問診票を参照

しながら診察を行なっている． 

ここで Fig.1 にマークシートを使用している当

社特殊健康診断の診察医師の所見記録欄を示

す． 自覚症状と同じ他覚所見を診察で認めれ

ば自覚症状と同じコードを 3つまでコード番号を

鉛筆で記載する．また所見のコメントを同様に鉛

筆で記入できる．これらの所見記録情報のうち，

コード番号はマークシート読取り機で機械読取り

され，手書きのコメントは委託先の健康診断実施

機関が人手でテキスト入力処理している． 

 

Fig.1 診察医師の所見記録欄（赤破線枠内） 
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2. 他覚所見記録のオンライン化検討 

リスクアセスメント対象物健康診断の実施にあ

たり，受診者の自覚症状申告同様にマークシート

を使用しないオンライン所見記録化を試みた． 

2.1. Formsを利用したオンライン他覚所見記

録システムの概要 

ここでは，アンケート調査などの業務にも急速

に利用が広が ってい る Microsoft 社の

PowerAppsである Formsに着目して，オンライ

ン他覚所見記録の可能性を検討した． 

他覚所見記録のオンライン記録のタイミングは

情報システム部門からは当初 Fig.2 に示すよう

な診察時にそのまま診察している医師がその場

で Forms の他覚所見記録に直接入力する案を

提示した．それに対し担当する産業医ならびに看

護職からリスクアセスメント対象物健康診断の診

察時間は受診者人数からくる制約で最大で 2～

3分と診察時間に全く余裕なきことから Fig.3に

示すような診察する医師は診察時に紙のチェック

シートにその場で所見を漏らさずチェックするよう

にし，そのチェックシートを見ながら担当の看護職

が Formsの他覚所見記録に診察終了後に入力

するようにした． 

 
Fig.2 リスクアセスメント対象物健康診断のオンライン他

覚所見記録のトライアル方法（当初案） 

 

 
Fig.3 リスクアセスメント対象物健康診断のオンライン他

覚所見記録のトライアル方法（実施） 

2.2. Formsの他覚所見記録 

産業医の視点でリスクアセスメント対象物健

康診断の診察時に欲しい情報は，取扱っている

化学物質の種類や取扱量，除害設備や保護具

他の作業環境情報である．これらはオンライン問

診票で自己申告させるので，診察時に医師は受

診者に顕在化している自覚症状を診察で確認す

る． 

また他覚所見の確認事項は，産業医科大学 

産業⽣態科学研究所 大神明教授らによる厚⽣

労働科学研究費補助⾦(22JA0301)，令和 5

年度 総括研究報告書「特殊健康診断等のデー

タ⼊⼒標準化およびデータ利活⽤ツール開発の

ための研究」 [1]で提示されている特殊健康診断 

他覚所見記録の所見項目をそのまま利用した． 

Formsで作成したオンライン問診票サイトの画

面を添付資料-1 に示す．画面枚数としては 14

枚になる．入力時の省力化で自覚症状のない系

統は「自覚症状がない」を選ぶと次の系統にス

キップするようにして画面を見やすくすると同時に

所見記録時に記録入力者の画面スクロールの

手間を極力削減できるように配慮した． 

また Forms の機能である進捗状況バーも活

用し，所見記録の入力者に他覚所見記録の進み

具合が見えるようにした． 

2.3. Formsオンライン他覚所見記録の設定 

Forms での他覚所見記録用に新規に作製し

た他覚所見記録フォーマットを添付資料-1 に示

す．Formsの諸設定を Table-1に示す． 

Table-1 Formsの諸設定 

設定項目 設定値 

入力期間 期間設定あり，健康診断実施日から最

終の健康診断実施月の翌月最終日ま

で． 

共同作業者設定 産業医，看護職，健康推進センター関

係者，情報システム関係者 

※Forms入力情報出力や情報利用者 

回答者設定 UBEグループの特定ユーザのみ 
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Table-1 Formsの諸設定 

設定項目 設定値 

回答者へ Forms

の URL案内 

パワーポイント記載のリンク付き URL 

進捗状況表示 進行状況バーの表示あり 

回答者お礼メッ

セージ 

あり． 

「オンライン所見記録は，これで終了で

す．」 

応答の受信確認 送信後に応答の受信を許可する 

 

2.4. オンライン他覚所見記録の社内導入方法 

オンライン問診票導入にあたり，次のようなス

テップを踏んでトライアルに至った． 

① オンライン問診票導入の主旨や概要を工

場の労働衛生主管部署関係者に説明 

② プロトタイプのオンライン他覚所見記録で

入力体験と体験コメントの聴取 

③ プロトタイプの入力体験で出された問題点

や気付きなどの指摘を反映しながら本番

で使用する Forms の他覚所見記録フォー

マットの作成と改善 

④ 詳細な他覚所見記録入力を記した医師・

健康診断スタッフ用リスクアセスメント対象

物健康診断他覚所見記録のオンライン化

トライアル案内状を作成し，産業医，看護

職，保健師にシステム部門から案内した．

添付資料-3に示す． 

⑤ 本番用と全く同一の練習用 Forms サイト

を別途準備し，入力体験や入力練習は練

習用で自由に使っていいとした． 

3. 結言 

Microsoft の Forms を使ったオンライン他覚

所見記録の初めてのトライアルを実施した結果，

システム部門から提示した診察時に Formsへの

直接入力は困難であった．実際に診察する医師

や看護職が下した判断は，他覚所見記録の紙の

チェックシートへの一次記録を診察時には優先し

て行ない，診察が落ち着いた後に他覚所見記録

Formsに入力となった． 

オンライン所見記録の項目は，従来の特殊健

康診断の所見項目より精細になって数が増えて

おり，診察時に記録する医師も所見項目を完全

に覚えるまでは探すのに苦労する可能性があっ

た． 

そこで Forms のフォーマット設計時には所見

種類の系統ごとに見やすく探しやすい画面配置

や入力負荷を高めないことを第一に設計した． 

その効果については本報とは別に実際にリス

クアセスメント対象物健康診断を担当した医師な

らびに看護職が評価をまとめている． 
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添付資料-1 

リスクアセスメント対象物健康診断 オンライン他覚所見記録の画面集 

Formsサイト画面 1  Formsサイト画面 2 

 

 

 

Formsサイト画面 3  Formsサイト画面 4 

 

 

 

Formsサイト画面 5  Formsサイト画面 6 
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添付資料-1 

リスクアセスメント対象物健康診断 オンライン他覚所見記録の画面集 

Formsサイト画面 7 [1]  Formsサイト画面８ [1] 

 

 

 

Formsサイト画面 9 [1]  Formsサイト画面 10 [1] 

 

 

 

Formsサイト画面 11 [1]  Formsサイト画面 12 [1] 
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添付資料-1 

リスクアセスメント対象物健康診断 オンライン他覚所見記録の画面集 

Formsサイト画面 13 [1]  Formsサイト画面１４ [1] 

 

 

 

 

Formsサイト画面 15   

 

  

 

 

体験版 オンライン他覚所見記録 Formsサイト 

 

【注記】 

・本トライアルで実際に使用したオンライン他覚所見記録の体験版で

す． 

・自由に入力して構いませんが本サイトの管理者が閲覧する可能性

があります．閲覧されて困るような情報は入力しないでください． 

【公開期間】 

2024年 12月 1日～2025年 9月 30日まで 

【URL】https://forms.office.com/r/z4F2UUXX5Z 

 

 

https://forms.office.com/r/z4F2UUXX5Z
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添付資料-2 

医師用他覚所見記録リスト兼チェックシート [1] 
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添付資料-3 

医師・健康診断スタッフ用リスクアセスメント対象物健康診断 他覚所見記録のオンライン化トライアル案内状 
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添付資料-3 

医師・健康診断スタッフ用リスクアセスメント対象物健康診断 他覚所見記録のオンライン化トライアル案内状 

 

 




